










関節面の多骨片，特に intraarticular fragmentをを有する AO分類 TypeC３に対する治療は未だ
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【はじめに】
手関節脱臼は通常大きな外力で発生する比較的稀な外傷である．特に骨折を合併していた場合手
術適応となることが多いが，修復すべき組織，時期，方法等が問題となる．今回比較的大きな橈骨
遠位端関節内骨折を伴った手関節脱臼骨折を経験した．治療法につき検討したい．
【症例】
５０代，男性．バイク乗車中自己転倒し路外転落受傷，同日当院搬送．既往歴に特記すべきものな
し．職業：大工．受傷同日徒手整復，創外固定施行，骨長を保持した．術後 CTで掌側小骨片が関
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